
年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1組：竹内）（2組：竹内）（3組：武田）（4組：武田）（5組：武田）（6組：竹内）（7組：竹内）（8組：武田）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語

『文学国語』文国708 筑摩書房

0

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してそ
の能力の向上を図る態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

第６章　過去との対話　随想・評論
（四）
【知識及び技能】
「死者の声を運ぶ小舟」の読解を通
して、言葉には、想像や心情を豊か
にする働きがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「死者の声を運ぶ小舟」の読解を通
して、言葉には、想像や心情を豊か
にする働きがあることを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容に関心を持つ。

・指導事項
文章表現の特色と展開の仕方につい
て理解する。
・教材
「死者の声を運ぶ小舟」
・一人１台端末の活用　等
関連知識を調べる。 5○○

【知識・技能】
「死者の声を運ぶ小舟」の読解を通して、言葉
には、想像や心情を豊かにする働きがあること
を理解している。
【思考・判断・表現】
「死者の声を運ぶ小舟」の文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。

○○

○

1

【知識・技能】
「情報の彫刻」の読解を通して、言葉には、想
像や心情を豊かにする働きがあることを理解し
ている。
「バイリンガリズムの政治学」の読解を通し
て、言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
【思考・判断・表現】
「情報の彫刻」の文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えて
いる。
「バイリンガリズムの政治学」の文章の種類を
踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方など
を的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。

文学国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語 2

態

第１章　ことばから広がる世界　随
想・評論（一）
【知識・技能】
「情報の彫刻」の読解を通して、言
葉には、想像や心情を豊かにする働
きがあることを理解する。
「バイリンガリズムの政治学」の読
解を通して、言葉には、想像や心情
を豊かにする働きがあることを理解
する。
【思考・判断・表現】
「情報の彫刻」の文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開、描写の仕
方などを的確に捉える。
「バイリンガリズムの政治学」の文
章の種類を踏まえて、内容や構成、
展開、描写の仕方などを的確に捉え
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持つ。

・指導事項。
文章表現の特色と展開の仕方につい
て理解する。
・教材
「情報の彫刻」「バイリンガリズム
の政治学」
・一人１台端末の活用　等
関連知識を調べる。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

・指導事項。
文章表現の特色と展開の仕方につい
て理解する。
・教材
「山月記」
・一人１台端末の活用　等
関連知識を調べる。

1○

文学国語

定期考査

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに、創造的に考える力を養い、他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるよ
うにする。

第３章　背後にあるメッセージ　随
想・評論（二）
【知識・技能】
「実体の美と状況の美」の読解を通
して、言葉には、想像や心情を豊か
にする働きがあることを理解する。
【思考・判断・表現】
「実体の美と状況の美」の文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉える。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持つ。

・指導事項。
文章表現の特色と展開の仕方につい
て理解する。
・教材
「実体の美と状況の美」
・一人１台端末の活用　等
関連知識を調べる。 ○ ○

【知識・技能】
「実体の美と状況の美」の読解を通して、言葉
には、想像や心情を豊かにする働きがあること
を理解している。
【思考・判断・表現】
「実体の美と状況の美」の文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。

○ ○ ○ 7

10

第２章　物語との出会い　小説
（一）
【知識・技能】
「山月記」の読解を通して、言葉に
は、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解する。
【思考・判断・表現】
「山月記」を参考に、文学的な文章
を書くために、選んだ題材に応じて
情報を収集、整理して、表現したい
ことを明確にする。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持つ。

定期考査

○

【知識・技能】
「山月記」の読解を通して、言葉には、想像や
心情を豊かにする働きがあることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
「山月記」を参考に、文学的な文章を書くため
に、選んだ題材に応じて情報を収集、整理し
て、表現したいことを明確にしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。

○ ○○

○

○ 6

１
学
期

○

○○



２
学
期

3
学
期

第７章　世界観を築く　随想・評論
（五）
【知識及び技能】
「建築論ノート」の読解を通して、
言葉には、想像や心情を豊かにする
働きがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「建築論ノート」の文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開、描写の
仕方などを的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容に関心を持つ。

・指導事項
文章表現の特色と展開の仕方につい
て理解する。
・教材
「建築論ノート」
・一人１台端末の活用　等
関連知識を調べる。 ○ ○

【知識・技能】
「建築論ノート」の読解を通して、言葉には、
想像や心情を豊かにする働きがあることを理解
している。
【思考・判断・表現】
「建築論ノート」の文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。

○

第２章　交差するドラマ　小説
（一）
【知識及び技能】
「舞姫」の読解を通して、言葉に
は、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「舞姫」のの種類を踏まえて、内容
や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容に関心を持つ。

・指導事項
文章表現の特色と展開の仕方につい
て理解する。
・教材
「舞姫」
・一人１台端末の活用　等
関連知識を調べる。

○○○

○○ 1

5○

1

定期考査
○ ○ 1

18○ ○ ○

○

○

14○○

○

・指導事項
文章表現の特色と展開の仕方につい
て理解する。
・教材
「こころ」
・一人１台端末の活用　等
関連知識を調べる。

第５章　自己と向き合う　小説
（二）
【知識及び技能】
「こころ」の読解を通して、言葉に
は、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「こころ」の文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方
などを的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容に関心を持つ。

○ ○

定期考査

【知識・技能】
「こころ」の読解を通して、言葉には、想像や
心情を豊かにする働きがあることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
「こころ」の文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開、描写の仕方などを的確に捉えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。

【知識・技能】
「舞姫」の読解を通して、言葉には、想像や心
情を豊かにする働きがあることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
「舞姫」のの種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1組：葭田）（2組：武田）（3組：竹内）（4組：竹内）（5組：竹内）（6組：葭田）（7組：武田）（8組：葭田）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○

【知識・技能】
・古典の作品や文章に表れている言葉の響き
やリズム、修辞などの表現の特色について理
解を深めている。
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や我が国の文化と中国など外国の文
化との関係について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品の成立した背
景や他の作品などとの関係を踏まえながら古
典などを読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察している。
・同じ題材を取り上げた複数の古典の作品や
文章を読み比べ、思想や感情などの共通点や
相違点について論述したり発表したりしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、物語の内容や作品の背
景、歌に込められた登場人物の思いをとらえ
ようとしている。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○ 1

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての自覚をも深め、言葉を通
して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感
じ方、考え方を深めたりしている。

古典探究

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 古典探究 3

態

古典探究

○

国語

１
学
期

物語(1)
【知識及び技能】
・古典の作品や文章に表れている言
葉の響きやリズム、修辞などの表現
の特色について理解する。
・古典などを読むことを通して、我
が国の文化の特質や我が国の文化と
中国など外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、構成や展開などを的
確に捉える。
・「読むこと」において、作品の成
立した背景や他の作品などとの関係
を踏まえながら古典などを読み、そ
の内容の解釈を深め、作品の価値に
ついて考察する。
・同じ題材を取り上げた複数の古典
の作品や文章を読み比べ、思想や感
情などの共通点や相違点について論
述したり発表したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、物語の内容や
作品の背景、歌に込められた登場人
物の思いをとらえる。

・指導事項
登場人物の人物像をとらえる。
文章表現の特色と物語の展開の仕
方について理解する。
・教材
「渚の院」「知音」
・一人１台端末の活用　等
当時の文化を調べる。

・指導事項
話の展開をとらえ、作者が話に込
めた意図を読み取る。
・教材
「中納言参りたまひて」
「画竜点睛」
・一人１台端末の活用　等
メモを取る。
自分の文章を校正し、発表する。

定期考査

8

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けて
いる。

「書くこと」、「読むこと」の各領域におい
て、論理的、批判的に考える力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしている。

古探706『古典探究 古文編』大修館書店、古探707『古典探究 漢文編』大修館書店

0

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してそ
の能力の向上を図る態度を養う。

7

随筆(2)
【知識及び技能】
・作品や文章の歴史的・文化的背景
などを理解する。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解する。
・本歌取りや見立てなどの我が国の
言語文化に特徴的な表現の技法とそ
の効果について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもとに的確にとら
える。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物のものの見方、感じ方を
読み味わおうとする意識を持つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・作品や文章の歴史的・文化的背景などを理
解する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
・本歌取りや見立てなどの我が国の言語文化
に特徴的な表現の技法とその効果について理
解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作者のものの見方、感じ方を読み味わおう
としている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○



○ ○ ○

【知識・技能】
・作品や文章の歴史的・文化的背景などを理
解する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
・本歌取りや見立てなどの我が国の言語文化
に特徴的な表現の技法とその効果について理
解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作者のものの見方、感じ方を読み味わおう
としている。
・唐詩に興味を持ち、登場人物の言動から多
様な価値観を読み取ろうとしている。

22

1
定期考査

○ ○

随筆(2)
【知識及び技能】
・作品や文章の歴史的・文化的背景
などを理解する。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解する。
・本歌取りや見立てなどの我が国の
言語文化に特徴的な表現の技法とそ
の効果について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもとに的確にとら
える。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物のものの見方、感じ方を
読み味わおうとする意識を持つ。

・指導事項
話の展開をとらえ、作者が話に込
めた意図を読み取る。
漢詩の形式や詩の表現の特徴を理
解する。
自然をうたった詩、友情をうたっ
た詩、人生をうたった詩を、それ
ぞれ読み味わい、表現の工夫をと
らえる。
・教材
「宮に初めて参りたるころ」「源
氏の五十余巻」
「両頭蛇」「糟糠之妻」漢詩
・一人１台端末の活用　等
メモを取る。
自分の文章を校正し、発表する。

○



定期考査

２
学
期

1

定期考査
○ ○ 1

22

○

○ ○ ○

23

【知識・技能】
・作品や文章の歴史的・文化的背景などを理
解している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品の内容や形式
について、批評したり討論したりしている。
・「読むこと」において、異なる時代に成立
した随筆や小説、物語などを読み比べ、それ
らを比較して論じたり評論したりする活動を
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古文の随筆と現代のさまざまな文化との繋
がりを理解しようとしている。

【知識・技能】
・古典の作品や文章に表れている言葉の響き
やリズム、修辞などの表現の特色について理
解を深めている。
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や我が国の文化と中国など外国の文
化との関係について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品の成立した背
景や他の作品などとの関係を踏まえながら古
典などを読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察している。
・同じ題材を取り上げた複数の古典の作品や
文章を読み比べ、思想や感情などの共通点や
相違点について論述したり発表したりしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、物語の内容や作品の背
景、歌に込められた登場人物の思いをとらえ
ようとしている。

随筆(1)
【知識及び技能】
・作品や文章の歴史的・文化的背景
などを理解する。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、作品の内
容や形式について、批評したり討論
したりする。
・「読むこと」において、異なる時
代に成立した随筆や小説、物語など
を読み比べ、それらを比較して論じ
たり評論したりする活動をする。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文の随筆と現代のさまざまな文
化との繋がりを理解しようとする意
識を持つ。

○

○ ○

○ ○

○

物語(3)
【知識及び技能】
・古典の作品や文章に表れている言
葉の響きやリズム、修辞などの表現
の特色について理解する。
・古典などを読むことを通して、我
が国の文化の特質や，我が国の文化
と中国など外国の文化との関係につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、構成や展開などを的
確に捉える。
・「読むこと」において、作品の成
立した背景や他の作品などとの関係
を踏まえながら古典などを読み，そ
の内容の解釈を深め，作品の価値に
ついて考察する。
・同じ題材を取り上げた複数の古典
の作品や文章を読み比べ，思想や感
情などの共通点や相違点について論
述したり発表したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、物語の内容や
作品の背景、歌に込められた登場人
物の思いをとらえる。

・指導事項
登場人物の人物像をとらえる。
文章表現の特色と物語の展開の仕
方について理解する。
・教材
「花山院の出家」「項王の最期」
「定伯売鬼」
・一人１台端末の活用　等
当時の文化を調べる。

・指導事項
登場人物の人物像をとらえる。
表現や進行など話合いの仕方や結
論の出し方を工夫する。
・教材
「家居のつきづきしく」「をばす
て」「忠度都落ち」
「鴻門の会」
・一人１台端末の活用　等
当時の文化を調べる。



物語（2）
【知識及び技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類をふまえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもとに的確にとら
える。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方、表現の特色
について評価する。
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈をふまえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えを持
つ。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深め、
言葉をとおして他者や社会に意欲的
に関わろうとする意識を持つ。

・指導事項
物語の表現の特徴をとらえる。
物語の展開を整理し、登場人物の
心情を理解する。
思想について書かれた文章を読
み、現代に生きている言葉や考え
方について理解を深める。
・教材
「光源氏の誕生」「若紫との出会
い」
「何必曰利」「侵官之害」
・一人１台端末の活用　等
目的や意図に応じて図表を読む。
情報の妥当性について検討する。

３
学
期

定期考査 ○○

18

1

○ ○

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評価し
ている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
をふまえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をと
おして他者や社会に意欲的に関わろうとして
いる。

○○



年間授業計画 

高等学校 令和６年度 第２学年 地理歴史科 世界史探究 

 
教科：地理歴史科 科目：世界史探究  単位数：２単位 
対象学年組：２年１組～８組 
教科担当者：金山裕紀 
使用教科書：『詳説世界史』（山川出版社） 
教科 地理歴史科 目標：社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生

きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

現代世界の地域的特色と日本及び世界
の歴史の展開に関して理解するととも
に，調査や諸資料から様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身に
着けるようにする。 

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，
概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会にみら
れる課題の解決に向けて構想したりする力，考察・構想したこ
とを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養
う。 

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養
うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史
に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切
さについての自覚などを深める。 

科目 世界史探究 目標：社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会
に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 
世界の歴史の大きな枠組みと展開に関
わる諸事象について，地理的条件や日本
の歴史と関連付けながら理解するとと
もに，諸資料から世界の歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付けるようにする。 

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，
特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界
とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説
明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象につ
いて，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究
しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考
察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての自覚などを深める。 

 
 単元の目標 指導項目・内容 単元の評価規準 知 思 態 配当 

時間 

１ 
学
期 

世界史へのまなざし 
【知識及び技能】 
人類の誕生と地球規模での拡散・移動を基に，人類の歴史
と地球環境との関わりを理解する。 
衣食住，家族，教育，余暇などの身の回りの諸事象を基に，
私たちの日常生活が世界の歴史とつながっていることを
理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
諸事象を捉えるための時間の尺度や，諸事象の空間的な広
がりに着目し，主題を設定し，地球の歴史における人類の
歴史の位置と人類の特性を考察し，表現する。 
諸事象の来歴や変化に着目して，主題を設定し，身の回り
の諸事象と世界の歴史との関連性を考察し，表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
世界史へのまなざしについて，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究しようとしている。 

世界史へのまな
ざし① 
世界史へのまな
ざし② 
 

 
【知識・技能】 
人類の誕生と地球規模での拡散・移動を基に，人類の歴史
と地球環境との関わりを理解している。 
衣食住，家族，教育，余暇などの身の回りの諸事象を基に，
私たちの日常生活が世界の歴史とつながっていることを
理解している。 
【思考・判断・表現】 
諸事象を捉えるための時間の尺度や，諸事象の空間的な広
がりに着目し，地球の歴史における人類の歴史の位置と人
類の特性を考察し，表現している。 
諸事象の来歴や変化に着目して，主題を設定し，身の回り
の諸事象と世界の歴史との関連性を考察し，表現してい
る。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
世界史へのまなざしについて，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 4 

諸地域の歴史的特質への問い 
【知識及び技能】 
資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に
付ける。 
【思考力、判断力、表現力等】 
文明の形成に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事
象相互の関連などに着目し，諸地域の歴史的特質を読み解
く観点について考察し，問いを表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

第Ⅰ部を学ぶ前
に 
 

 
【知識・技能】 
資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に
付けている。 
【思考・判断・表現】 
文明の形成に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事
象相互の関連などに着目し，諸地域の歴史的特質を読み解
く観点について考察し，問いを表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 1 

古代文明の歴史的特質 
【知識及び技能】 
オリエント文明，インダス文明，中華文明などを基に，古
代文明の歴史的特質を理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
古代文明に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象
相互の関連などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解き，自然環境と生活や文化と
の関連性，農耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考察
し，表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

第１章 
文明の成立と古
代文明の特質 
・文明の誕生 
・古代オリエン

ト文明とその
周辺 

 
【知識・技能】 
オリエント文明，インダス文明，中華文明などを基に，古
代文明の歴史的特質を理解している。 
【思考・判断・表現】 
古代文明に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象
相互の関連などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解き，自然環境と生活や文化と
の関連性，農耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考察
し，表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 6 

中間考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 
古代文明の歴史的特質 
【知識及び技能】 
オリエント文明，インダス文明，中華文明などを基に，古
代文明の歴史的特質を理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
古代文明に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象
相互の関連などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較し

第１章 
文明の成立と古
代文明の特質 
・南アジアの古

代文明 
・中国の古代文

明 

 
【知識・技能】 
オリエント文明，インダス文明，中華文明などを基に，古
代文明の歴史的特質を理解している。 
【思考・判断・表現】 
古代文明に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象
相互の関連などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較し

○ ○ ○ 6 



たり関連付けたりして読み解き，自然環境と生活や文化と
の関連性，農耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考察
し，表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

・南北アメリカ
文明 

たり関連付けたりして読み解き，自然環境と生活や文化と
の関連性，農耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考察
し，表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

諸地域の歴史的特質 
【知識及び技能】 
西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイスラーム
の成立とそれらを基盤とした国家の形成などを基に，西ア
ジアと地中海周辺の歴史的特質を理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国家の社会
や文化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家
の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

第４章 
西アジアと地中
海周辺の国家形
成 
・西アジアの諸

国家 
・地中海周辺の

諸国家 

 
【知識・技能】 
西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイスラーム
の成立とそれらを基盤とした国家の形成などを基に，西ア
ジアと地中海周辺の歴史的特質を理解している。 
【思考・判断・表現】 
西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国家の社会
や文化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家
の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 5 

期末考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 

２
学
期 

諸地域の歴史的特質 
【知識及び技能】 
西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイスラーム
の成立とそれらを基盤とした国家の形成などを基に，西ア
ジアと地中海周辺の歴史的特質を理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国家の社会
や文化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家
の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

第４章 
西アジアと地中
海周辺の国家形
成 
・地中海周辺の

諸国家 
・キリスト教の

成立 

 
【知識・技能】 
西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイスラーム
の成立とそれらを基盤とした国家の形成などを基に，西ア
ジアと地中海周辺の歴史的特質を理解している。 
【思考・判断・表現】 
西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国家の社会
や文化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家
の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 7 

諸地域の歴史的特質 
【知識及び技能】 
仏教の成立とヒンドゥー教，南アジアと東南アジアの諸国
家などを基に，南アジアと東南アジアの歴史的特質を理解
する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
南アジアと東南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，南アジアと東南アジアにおける宗教や
文化の特色，東南アジアと周辺諸地域との関係などを多面
的・多角的に考察し，表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

第３章 
南アジア世界と
東南アジア世界
の展開 

 
【知識・技能】 
仏教の成立とヒンドゥー教，南アジアと東南アジアの諸国
家などを基に，南アジアと東南アジアの歴史的特質を理解
している。 
【思考・判断・表現】 
南アジアと東南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，南アジアと東南アジアにおける宗教や
文化の特色，東南アジアと周辺諸地域との関係などを多面
的・多角的に考察し，表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 6 

中間考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 
諸地域の歴史的特質 
【知識及び技能】 
秦・漢と遊牧国家，唐と近隣諸国の動向などを基に，東ア
ジアと中央ユーラシアの歴史的特質を理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の背景
や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わ
りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き，唐の統治体制と社会や文化の特
色，唐と近隣諸国との関係，遊牧民の社会の特徴と周辺諸
地域との関係などを多面的・多角的に考察し，表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

第２章 
中央ユーラシア
と東アジア世界 

 
【知識・技能】 
秦・漢と遊牧国家，唐と近隣諸国の動向などを基に，東ア
ジアと中央ユーラシアの歴史的特質を理解している。 
【思考・判断・表現】 
東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の背景
や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わ
りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き，唐の統治体制と社会や文化の特
色，唐と近隣諸国との関係，遊牧民の社会の特徴と周辺諸
地域との関係などを多面的・多角的に考察し，表現してい
る。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 11 

期末考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 

３
学
期 

諸地域の歴史的特質 
【知識及び技能】 
西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイスラーム
の成立とそれらを基盤とした国家の形成などを基に，西ア
ジアと地中海周辺の歴史的特質を理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国家の社会

第５章 
イスラーム教の
成立とヨーロッ
パ世界の形成 

 
【知識・技能】 
西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイスラーム
の成立とそれらを基盤とした国家の形成などを基に，西ア
ジアと地中海周辺の歴史的特質を理解している。 
【思考・判断・表現】 
西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国家の社会

○ ○ ○ 8 



や文化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家
の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

や文化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家
の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の歴史的特質の形成について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しようとしている。 

諸地域の歴史的特質への問い 
【知識及び技能】 
資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に
付ける。 
【思考力、判断力、表現力等】 
諸地域の交流・再編に関わる諸事象の背景や原因，結果や
影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目
し，諸地域の交流・再編を読み解く観点について考察し，
問いを表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の交流・再編について，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に探究しようとする態度を養う。 

第Ⅱ部を学ぶ前
に 
 

 
【知識・技能】 
資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に
付けている。 
【思考・判断・表現】 
諸地域の交流・再編に関わる諸事象の背景や原因，結果や
影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目
し，諸地域の交流・再編を読み解く観点について考察し，
問いを表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の交流・再編について，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 1 

結び付くユーラシアと諸地域 
【知識及び技能】 
西アジア社会の動向とイスラームの伝播，ヨーロッパ封建
社会とその展開，宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基
に，海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に
理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】 
諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果
や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着
目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付けたりし
て読み解き，中国社会の特徴，諸地域へのイスラームの拡
大の要因，ヨーロッパの社会の特色などを多面的・多角的
に考察し，表現する。 
【学びに向かう力、人間性等】 
諸地域の交流・再編について，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に探究しようとする態度を養う。 

第６章 
イスラーム教の
伝播と西アジア
の動向 
第７章 
ヨーロッパ世界
の変容と展開 
・西ヨーロッパ

の封建社会と
その展開 

第８章 
東アジア世界の
展開 
・アジア諸地域

の自立化と宋 

 
【知識・技能】 
西アジア社会の動向とイスラームの伝播，ヨーロッパ封建
社会とその展開，宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基
に，海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に
理解している。 
【思考・判断・表現】 
諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果
や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着
目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付けたりし
て読み解き，中国社会の特徴，諸地域へのイスラームの拡
大の要因，ヨーロッパの社会の特色などを多面的・多角的
に考察し，表現している。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
諸地域の交流・再編について，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究しようとしている。 

○ ○ ○ 10 

学年末考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 
       合計 

70 

 



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1,2,4,5,6組：谷本   3,7,8組：柴田）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 〇 1

第３章　律令国家の形成
【知識及び技能】
隋・唐など中国王朝との関係と政
治への影響に着目して、東アジア
情勢の変容と政治の関係、律令体
制の成立過程と変容などを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
東アジア世界の動向に着目して、
律令体制整備の過程について考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
隋・唐など中国王朝との関係と政
治への影響などに着目して、律令
体制の成立過程と変容のつながり
を明らかにしようとする。

１　律令国家への道
２　平城京の時代
３　律令国家の文化
４　律令国家の変容

【知識及び技能】
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響
に着目して、東アジア情勢の変容と政治の関
係、律令体制の成立過程と変容などを理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
東アジア世界の動向に着目して、律令体制整
備の過程について考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響
などに着目して、律令体制の成立過程と変容
のつながりを明らかにしようとしている。

○ ○ ○ 7

第２章　古墳とヤマト政権
【知識及び技能】
国家の形成と古墳文化について、
中国大陸・朝鮮半島との関係に着
目して、小国の形成過程や古墳の
特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
中国の歴史書の記事、日本列島内
外の金石文、小国の王墓の副葬品
などをもとに、中国大陸・朝鮮半
島との交渉がもつ意味や、小国の
形成過程について多面的・多角的
に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
中国大陸・朝鮮半島との関係など
に着目して、小国の形成について
考察することを通じ、古墳文化の
展開とのつながりを見出す。

１　古墳文化の展開
２　飛鳥の朝廷

【知識及び技能】
国家の形成と古墳文化について、中国大陸・
朝鮮半島との関係に着目して、小国の形成過
程や古墳の特色を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
中国の歴史書の記事、日本列島内外の金石
文、小国の王墓の副葬品などをもとに、中国
大陸・朝鮮半島との交渉がもつ意味や、小国
の形成過程について多面的・多角的に考察
し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目し
て、小国の形成について考察することを通
じ、古墳文化の展開とのつながりを見出して
いる。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第１章　日本文化のあけぼの
【知識及び技能】
日本列島における旧石器文化・縄
文文化・弥生の成立と変容を、自
然環境の変化や大陸との影響に着
目して理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
集落・風習・食生活の変化などを
踏まえて旧石器文化・縄文文化の
社会について、小国の形成から邪
馬台国などの小国の連合について
考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
黎明期の日本列島の歴史的環境と
文化の形成について考察すること
を通じて、旧石器文化や縄文文
化・弥生文化の特色を明らかにす

１　日本文化の始まり
２　農耕社会の成立

【知識及び技能】
日本列島における旧石器文化・縄文文化・弥
生の成立と変容を、自然環境の変化や大陸と
の影響に着目して理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
集落・風習・食生活の変化などを踏まえて旧
石器文化・縄文文化の社会について、小国の
形成から邪馬台国などの小国の連合について
考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成
について考察することを通じて、旧石器文化
や縄文文化・弥生文化の特色を明らかにして
いる。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

1
定期考査

○ ○ 〇

0

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身につけるように

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特
色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな
がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想し
たり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもと
に議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化
を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

詳説日本史（山川出版社）

0

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想した
ことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵かん養される日本国
民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国
家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

地理歴史 日本史探究 2

日本史探究地理歴史



○ 18

1

第５章　院政と武士の躍進
【知識及び技能】
貴族政治や土地制度の変容などを
もとに、諸資料から得られる情報
を適切かつ効果的に調べてまと
め、古代から中世の国家・社会の
変容を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
武士が台頭する契機や、この時期
の土地制度の仕組みなどを考察
し、古代から中世への時代の転換
について根拠を示して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
中世社会の特色について多面的・
多角的に考察することを通じて、
時代を通観する問いを表現し、追

１　院政の始まり
２　院政と平氏政権

【知識及び技能】
貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸
資料から得られる情報を適切かつ効果的に調
べてまとめ、古代から中世の国家・社会の変
容を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
武士が台頭する契機や、この時期の土地制度
の仕組みなどを考察し、古代から中世への時
代の転換について根拠を示して表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
中世社会の特色について多面的・多角的に考
察することを通じて、時代を通観する問いを
表現し、追究しようとしている。

○ ○ ○ 7

第６章　武家政権の成立
【知識及び技能】
諸資料から情報を読み取り、源平
争乱から鎌倉幕府の成立過程、幕
府と朝廷の二元的支配構造、封建
制度の成立などについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
幕府と朝廷の二元的支配構造の特
色について、諸資料から得られた
情報をもとに、根拠を明確にして
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
鎌倉幕府の成立過程や封建制度の
形成に関する課題を主体的に追究

１　鎌倉幕府の成立
２　武士の社会
３　モンゴル襲来と幕府の衰退
４　鎌倉文化

【知識及び技能】
諸資料から情報を読み取り、源平争乱から鎌
倉幕府の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配
構造、封建制度の成立などについて理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
幕府と朝廷の二元的支配構造の特色につい
て、諸資料から得られた情報をもとに、根拠
を明確にして表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
鎌倉幕府の成立過程や封建制度の形成に関す
る課題を主体的に追究し、前の時代とのつな
がりを見出そうとしている。

○ ○ ○ 7

〇 1

定期考査

〇 〇 〇 1

３
学
期

第７章　武家社会の成長
【知識・技能】
鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移
と武家の関係、日明貿易の展開と
琉球王国の成立などについて、諸
資料から情報を収集して理解す
る。
【思考・判断・表現】
南北朝の動乱などにみられる地域
の政治・経済の基盤をめぐる対立
や、東アジアの国際情勢の変化と
その影響について、多面的・多角
的に考察し、表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
武家政権の変容や東アジアの国際
情勢の変化などに着目し、諸資料
を活用して前後の時代とのつなが

１　室町幕府の成立
２　幕府の衰退と庶民の台頭
３　室町文化
４　戦国大名の登場

【知識・技能】
鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と武家の関
係、日明貿易の展開と琉球王国の成立などに
ついて、諸資料から情報を収集して理解して
いる。
【思考・判断・表現】
南北朝の動乱などにみられる地域の政治・経
済の基盤をめぐる対立や、東アジアの国際情
勢の変化とその影響について、多面的・多角
的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
武家政権の変容や東アジアの国際情勢の変化
などに着目し、諸資料を活用して前後の時代
とのつながりを見出そうとしている。

○ ○

〇 〇

２
学
期

第４章　貴族政治の展開
【知識・技能】
藤原北家が権力を掌握していく過
程を資料から読み取り、律令体制
の変容の観点から摂関政治を理解
する。
【思考・判断・表現】
奈良時代の政治や平安初期の政治
改革とも比較しながら、摂関政治
の特色について考察し、根拠を示
して表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
唐の衰退と東アジア情勢の変化が
日本社会に与えた影響を考察する
ことを通じて、摂関政治期の社会
の特色を明らかにしようとする。

１　摂関政治
２　国風文化
３　地方政治の展開と武士

【知識・技能】
藤原北家が権力を掌握していく過程を資料か
ら読み取り、律令体制の変容の観点から摂関
政治を理解している。
【思考・判断・表現】
奈良時代の政治や平安初期の政治改革とも比
較しながら、摂関政治の特色について考察
し、根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
唐の衰退と東アジア情勢の変化が日本社会に
与えた影響を考察することを通じて、摂関政
治期の社会の特色を明らかにしようとしてい
る。

○ ○ ○ 10

定期考査

定期考査 ○ ○ 〇



年間授業計画 

高等学校 令和６年度 第２学年 公民科 公共 

 
教科：公民科 科目：公共  単位数：２単位 
対象学年組：２年１組～８組 
教科担当者：（鯉渕）（末吉） 
使用教科書：『高等学校 公共』（教育図書） 
教科 公民科 目標：社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的 
に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す  

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 
「現代の諸課題を捉え考察し、選択・判
断するための手掛かりとなる概念や理
論」について理解し、「諸資料から、倫理
的主体などとして活動するために必要
となる情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能」の習得 

「事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力」や「合
意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論す
る力」を育成する  

「よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的
に解決しようとする態度」を養うとともに、「多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される、現代社会
に生きる人間としての在り方生き方」「公共的な空間に
生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和
と繁栄を図ること」「各国が相互に主権を尊重し、各国
民が協力し合うこと」の大切さについての自覚を深める 

科目 公共 目標：社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体 

的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

"・自分自身が公共的空間の主体となり，
自分のキャリア形成とともによりよい
社会の形成に結びつくことについて理
解する。 
・選択・判断の手がかりとして功利主
義，義務論などの考え方について理解す
る。 
・個人の尊重，民主主義，法の支配，自
由と責任など公共的空間における基本
原理について理解する。 

地域社会などのさまざまな集団の一員として生き，他者との協
働により当事者として国家・社会などの公共的空間を作る存在
であることについて多面的・多角的に考察し，表現すること。 

よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生
きる人間としてのあり方生き方について自覚を深めて
いる。  

 
 単元の目標 指導項目・内容 単元の評価規準 知 思 態 配当 

時間 

１ 
学
期 

公共の扉 公共と人 
【知識及び技能】 
先哲の思想の特徴を理解している。日本の公共的あり方の
特徴を理解している。 
【思考力、判断力、表現力等】 
意見の異なる相手との対話が実践できる。 
相手の意見を受けて自分の考えを述べることができる。 
【学びに向かう力、人間性等】 
多様な人間と協働する公共的空間の担い手としての自覚
を深めている。 

公共の扉 公共
と人 
 

公共の扉 公共と人 
【知識及び技能】 
先哲の思想の特徴を理解している。日本の公共的あり方の
特徴を理解している。 
【思考力、判断力、表現力等】 
意見の異なる相手との対話が実践できる。 
相手の意見を受けて自分の考えを述べることができる。 
【学びに向かう力、人間性等】 
多様な人間と協働する公共的空間の担い手としての自覚
を深めている。 

○ ○ ○ 5 

公共の扉 公共と倫理 
【知識及び技能】 
功利主義、義務論、環境倫理について理解している。Sy 会
問題（環境問題、医療費問題など）について理解している。 
【思考力、判断力、表現力等】 
社会問題について功利主義と義務論の考え方を用いて表
現している。社会現象や政策判断を， 功利主義， 義務論
の考え方に基づき表現している。 
【学びに向かう力、人間性等】 
当事者として社会問題を思考し、どうすべきかを思考して
いる。 

公共の扉 公共
と倫理 
 

公共の扉 公共と倫理 
【知識及び技能】 
功利主義、義務論、環境倫理について理解している。Sy 会
問題（環境問題、医療費問題など）について理解している。 
【思考力、判断力、表現力等】 
社会問題について功利主義と義務論の考え方を用いて表
現している。社会現象や政策判断を， 功利主義， 義務論
の考え方に基づき表現している。 
【学びに向かう力、人間性等】 
当事者として社会問題を思考し、どうすべきかを思考して
いる。 

○ ○ ○ ４ 

中間考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 
公共の基本原理 法 
【知識及び技能】 
社会契約説， 自然権， 三権分立など民主政治の重要概念
を理解している。憲法の３つの原理について理解してい
る。形式的平等，実質的平等，法の下の平等，社会に与え
る影響など多角的に理解している。 
【思考力、判断力、表現力等】 
憲法改正の是非について自ら思考している。 
多数決の弊害（ 少数派の抑圧）をどのように回避できるか
思考している。 
【学びに向かう力、人間性等】 
公正・ 平等とは何か，当事者として思考しようとしてい
る。 

公共の基本原理 
法 
 

公共の基本原理 法 
【知識及び技能】 
社会契約説， 自然権， 三権分立など民主政治の重要概念
を理解している。憲法の３つの原理について理解してい
る。形式的平等，実質的平等，法の下の平等，社会に与え
る影響など多角的に理解している。 
【思考力、判断力、表現力等】 
憲法改正の是非について自ら思考している。 
多数決の弊害（ 少数派の抑圧） をどのよう に回避できる
か思考している。 
【学びに向かう力、人間性等】 
公正・ 平等とは何か，当事者として思考しようとしている。 

○ ○ ○ 6 

公共の扉 現代社会の諸課題 法 
【知識及び技能】 
日本の法体系， 法の分類， 法の対象について理解してい
る。 
【思考力、判断力、表現力等】 
権利の衝突に際し「 公共の福祉」の概念が， どのような

  
【知識・技能】 
 
【思考・判断・表現】 
 
【主体的に学習に取り組む態度】 

○ ○ ○ 5 



役割を果たすか思考している。 
犯罪の軽重や性質， 当事者の社会的立場などを勘案して， 
「 忘れられる権利」 について判断している。 
【学びに向かう力、人間性等】 
法について関心を持ち， 巻末の法文にあたろう としてい
る。自分の名前などをインターネットで検索し， 好ましく 
ない情報が表示された場合を想定し，この問題について主
体的，具体的に考えようとしている。 

 

期末考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 

２
学
期 

現代社会の諸課題 政治 
【知識及び技能】 
政治などに関わるシステムの下で活動するために必要な
知識，技能を身につける。 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
より よい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生き 
る人間としてのあり方生き方について自覚を深めてい
る。 

現代社会の諸課
題 政治 
 

現代社会の諸課題 政治 
【知識及び技能】 
政治などに関わるシステムの下で活動するために必要な
知識，技能を身につける。 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
より よい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生き 
る人間としてのあり方生き方について自覚を深めている。 

○ ○ ○ 6 

中間考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 
現代社会の諸課題 政治 
【知識及び技能】 
政治などに関わるシステムの下で活動するために必要な
知識，技能を身につける。 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生き
る人間としてのあり方生き方について自覚を深めてい
る。 

現代社会の諸課
題 政治 
 

現代社会の諸課題 政治 
【知識及び技能】 
政治などに関わるシステムの下で活動するために必要な
知識，技能を身につける。 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生き 
る人間としてのあり方生き方について自覚を深めている。 

○ ○ ○ 1０ 

現代社会の諸課題 経済 
【知識及び技能】 
市場経済のメカニズム、各種経済指標を理解し，その指標
の動向を読み解くことができている。財政の仕組み、金融
のしくみを理解し，経済状況に応じて適切な手段を提示で
きている 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生きる
人間としてのあり方生き方について自覚を深めている。 
現代社会の諸課題 経済 

現代社会の諸課
題 経済 
 

現代社会の諸課題 経済 
【知識及び技能】 
市場経済のメカニズム、各種経済指標を理解し，その指標
の動向を読み解くことができている。財政の仕組み、金融
のしくみを理解し，経済状況に応じて適切な手段を提示で
きている 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生きる
人間としてのあり方生き方について自覚を深めている。 
 

○ ○ ○ ３ 

期末考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 

３
学
期 

現代社会の諸課題 経済 
【知識及び技能】 
市場経済のメカニズム、各種経済指標を理解し，その指標
の動向を読み解くことができている。財政の仕組み、金融
のしくみを理解し，経済状況に応じて適切な手段を提示で
きている 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生きる
人間としてのあり方生き方について自覚を深めている。 
 

現代社会の諸課
題 経済 
 

現代社会の諸課題 経済 
【知識及び技能】 
市場経済のメカニズム、各種経済指標を理解し，その指標
の動向を読み解くことができている。財政の仕組み、金融
のしくみを理解し，経済状況に応じて適切な手段を提示で
きている 
【思考力、判断力、表現力等】 
法，政治，経済を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりしたことを論拠
をもって表現する。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，公共的空間に生きる
人間としてのあり方生き方について自覚を深めている。 
 

○ ○ ○ 8 

現代社会の諸課題 情報 
【知識及び技能】 
ハーバーマスの公共圏の思想を具体的なカフェと結びつ
けて理解している。情報格差について理解し， 災害時に助
け合う ことの大切さを理解している。 

現代社会の諸課
題 情報 
 

現代社会の諸課題 情報 
【知識及び技能】 
ハーバーマスの公共圏の思想を具体的なカフェと結びつ
けて理解している。情報格差について理解し， 災害時に助
け合う ことの大切さを理解している。 

○ ○ ○ ２ 



【思考力、判断力、表現力等】 
社会に生きる人間の多様性と，ネット空間の閉鎖性を理解
し，ネットを公共的空間にするための方策について思考し
ている。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
マクルーハンなどのメディア論に関心を持ち，より深く 
学ぼうという意欲が見られる。フィルターバブルの外に出
るための試みを実践しよう としている。 

【思考力、判断力、表現力等】 
社会に生きる人間の多様性と，ネット空間の閉鎖性を理解
し，ネットを公共的空間にするための方策について思考し
ている。 
 
【学びに向かう力、人間性等】 
マクルーハンなどのメディア論に関心を持ち，より深く 
学ぼうという意欲が見られる。フィ ルターバブルの外に
出るための試みを実践しようとしている。 

持続可能な社会へ 
【知識及び技能】 
社会課題の調査，表現方法，課題解決に向けた協働の方法
などについて学習している。 

【思考力、判断力、表現力等】 
公共で学習した内容や課題をもとに見方・ 考え方をはた
らかせ，具体的な社会課題を見出し，これを適切に表現し
ている。 

【学びに向かう力、人間性等】 
他校の事例に刺激を受け，社会参画への意欲を持とはじめ
ている。 

持続可能な社会
へ 
 

持続可能な社会へ 
【知識及び技能】 
社会課題の調査，表現方法，課題解決に向けた協働の方法
などについて学習している。 

【思考力、判断力、表現力等】 
公共で学習した内容や課題をもとに見方・考え方をはたら
かせ，具体的な社会課題を見出し，これを適切に表現して
いる。 

【学びに向かう力、人間性等】 
他校の事例に刺激を受け，社会参画への意欲を持とはじめ
ている。 
 

○ ○ ○ ９ 

学年末考査 筆記テスト  ○ ○ ○ 1 
      合計 

70 
        

 



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

1

微分法と積分法の意味を理解さ
せ，計算ができるようになるよう
に指導する。さらに微分の計算を
用いて関数の増減が考察できるよ
うになる，積分計算を用いて曲線
で囲まれた図形の面積を求めるこ
とができるように指導する。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○

２
学
期

指数関数・対数関数
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

指数・対数の性質，計算規則を正
しく用いて計算することができる
ように指導する。指数関数・対数
関数のグラフについての知識を得
ることにより，方程式，不等式を
考えることができるように指導す
る。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○

定期考査

17

総合演習
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

数学Ⅱで学習した内容の基本事項
の復習、演習を実施する。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○

定期考査
○ ○ 1

○ ○

定期考査

○ 23

1
定期考査

○ ○

3

○ 20

微分法と積分法
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

微分法と積分法
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

微分法と積分法の意味を理解さ
せ，計算ができるようになるよう
に指導する。さらに微分の計算を
用いて関数の増減が考察できるよ
うになる，積分計算を用いて曲線
で囲まれた図形の面積を求めるこ
とができるように指導する。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○ ○

○ ○ 1

20

三角関数
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

角の概念を一般角まで拡張して三
角関数に関する問題を解くことが
できる。また，加法定理とそれに
関する公式を用いて問題を解くこ
とができる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○ ○

1

各単元の内容について，基本的な事柄を十分理
解したうえで，これらを用いた問題を解くこと
ができるようになる。

数学的な思考力，解法発見力をつけ，自らの考
え解法を記述などで的確に表現することができ
るようになる。

数学に対して積極的に学ぶ姿勢をもち，与えら
れた課題などに真剣に取り組む姿勢を身につけ
る。

態
配当
時数

図形と方程式
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

ｘｙ座標上での直線，三角形，円
の表現方法とそれらを用いて図形
の問題を解くときの考え方，方法
を理解し，問題を解くことができ
るように指導する。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○ ○ 17

指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 3

数学Ⅱ

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】各単元の内容を理解し，事象を数学化し，表現，処理ができるようになる。

数学的な考え方，判断力を向上し，考えを表現できるようになる。

積極的に問題に取組むことができ，与えられた課題に真剣に取り組むことができる。

（1組：辻）（2組：辻）（3組：村松）（4組：村松）（5組：小林）（6組：小林）（7組：乾）（8組：乾）

単元の具体的な指導目標

数研出版数学Ⅱ

数学



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

母集団と標本に関する基本的な性
質を理解し、推定や仮説検定に関
する問題を解くことができる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○

確率分布
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

確率変数や確率分布に関する基本
的な性質を理解し、二項分布や正
規分布に関する問題を解くことが
できる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○

○ 12

○ 17

定期考査

数学的帰納法
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

○ ○

数列に関する数学的な基本的知識
と計算処理の方法を理解する。ま
た、関連する問題を解くことがで
きるようになる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○

○

数学的帰納法に関する原理を理解
し，これを用いた問題を解くこと
ができるようになる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○

○ ○

○

数学B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】各単元の内容を理解し，事象を数学化し，表現，処理ができるようになる。

数学的な考え方，判断力を向上し，考えを表現できるようになる。

積極的に問題に取り組める姿勢を身に付けることができる。

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

数研出版　数学B

数学

数学 数学B
数学 数学B 2

（1,2組：大西、伊木、並木 ）（3,4組：増田、大西、藤沼）（5,6組：増田、伊木、並木）（7,8組：増田、藤沼、並木）

統計や数列の性質についての基本的な事柄を十
分理解したうえで，事象を考察できるようにな
る。

数学的な思考力，解法発見力をつけ，自らの考
え解法を記述などで的確に表現することができ
るようになる。

数学に対して積極的かつ、真剣に学ぶ姿勢を身
につけさせる。

１
学
期

1

３
学
期

定期考査
○ ○ ○

２
学
期

確率分布
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

確率変数や確率分布に関する基本
的な性質を理解し、二項分布や正
規分布に関する問題を解くことが
できる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

○ ○ ○ 15

1

数列とその和
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

定期考査
1

7

16

統計的な推測
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

空間のベクトル
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

空間のベクトルに関する原理や性
質を理解し，これらを用いた問題
を解くことができるようになる。
また、ベクトルを用いて図形の式
を表すことができる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

〇 〇 〇

1
定期考査

〇 〇

〇 1

16

数学Cα

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】各単元の内容を理解し，事象を数学化し，表現，処理ができるようになる。

数学的な考え方，判断力を向上し，考えを表現できるようになる。

積極的に問題に取り組める姿勢を身に付けることができる。

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

数研出版　数学C

数学

数学 数学Cα
数学 数学Cα 1

（1,2組：村松,竹村,乾　）（3,4組：乾,藤沼,小林）（5,6組：乾,竹村,村松）（7,8組：村松,藤沼,小林）

２
学
期

ベクトルの性質について，基本的な事柄を十分
理解したうえで，事象を考察できるようにな
る。

ベクトルの知識をもとに、数学的な思考力，解
法発見力をつけ，自らの考え解法を記述などで
的確に表現することができるようになる。

数学に対して積極的かつ、真剣に学ぶ姿勢を身
につける。

１
学
期

平面上のベクトル
【知識及び技能】
　問題解決のための知識理解
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習の取り組み状況
【学びに向かう力、人間性等】
問題集等の提出物の取り組み状況

平面上のベクトルや内積に関する
原理や性質を理解し，これらを用
いた問題を解くことができるよう
になる。

【知識・技能】
　問題演習、小テスト
【思考・判断・表現】
　発言、課題の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、課題の取り組み

〇 〇 〇 17

定期考査 〇



年間授業計画

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

学習した物理の基本的な概念や原理・法則を正
しく理解する。推論、実験、検証の過程で科学
的な考え方・方法を用いる。

課題の設定理由、研究課程、結果およびそこ
から導き出した自らの考えを的確・簡潔にわ
かりやすく相手に伝える。

　物理基礎　東京書籍

理科

課題を遂行するにあたって、科学的・論理的に思考し、判断する。

自然現象に対して興味・関心を高める。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】得た知識や理解したことを、その後の学習や生活の中で応用する。

意欲的に課題を追求する態度を身に着ける。

【学びに向かう力、人間性等】

（津田・宮川）

日常生活や社会との関連を図りながら科学的な現象への関心を高め、目的意識を持って観察・
実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育て、科学的な考え方を養う。

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、物理学
的に探究する能力と態度を育てる。

理科 物理基礎

○ ○ ○ 5

7

配当
時数

評価規準 知 思 態

○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】等加速度直線運動を表す3つの
式がどのようにして得られたかを理解し，そ
の式やグラフを正しく運用することができ
る。
　【思考・判断・表現】加速度の定義や正負
の意味を正しく理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】スタート直
後の速さの比較によって，加速度を学ぶ意味
を理解し，興味・関心を示している。

１
学
期

A 速度
【知識及び技能】物体の速さ、等速
直線運動の式、そのグラフを理解さ
せる。
　【思考力、判断力、表現力等】
「瞬間の速度」の意味・考え方，ま
たこれらはグラフ上ではどのように
示されるかを理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】日常
の運動から，速さ，時間，進む距離
についての関係に興味をもたせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】物体の速さの式を理解してい
る。等速直線運動の式およびx－t図，v－ｔ図
を理解できている。
　【思考・判断・表現】「瞬間の速度」の意
味・考え方，またこれらはグラフ上ではどの
ように示されるかを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】日常の運動
から，速さ，時間，進む距離についての関係
に興味をもっている。

○ ○ ○ 5

B 加速度・落体の運動
【知識及び技能】等加速度直線運動
を表す3つの式がどのようにして得
られたかを理解し，その式やグラフ
を正しく運用する。
　【思考力、判断力、表現力等】
加速度の定義や正負の意味を正しく
理解させる。

【学びに向かう力、人間性等】ス
タート直後の速さの比較によって，
加速度を学ぶ意味を理解し，興味・
関心を持たせる。

D 運動の法則（力のつり合い）
【知識及び技能】注目する物体には
たらく力が指摘でき、つりあいの式
が立てられるようにする。
　【思考力、判断力、表現力等】注
目する物体にはたらく力が指摘さで
き，つりあいの式が立てられるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】力が
合成・分解して表されることを理解
させる。また，「作用・反作用」と
「つりあい」の2力との違いに気づ
かせる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】注目する物体にはたらく力が
指摘でき，つりあいの式が立てられる。
　【思考・判断・表現】注目する物体にはた
らく力が指摘でき，つりあいの式が立てられ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】力が合成・
分解して表されることに興味をもつ。また，
「作用・反作用」と「つりあい」の2力との違
いに気づく。

○ ○ ○

1

1

C 運動の法則（力とそのはたらき）
【知識及び技能】重力，垂直抗力，
摩擦力，糸が引く力，弾性力につい
て，理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】重力
の大きさは物体の質量と重力加速度
の大きさとの積であることを理解さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】見る
こと，触ることができない「力」に
対して，どのようにして力の存在が
わかるのか，また力にはどのような
種類があるのかに関心を持たせる。

○

○

6

定期考査

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】重力，垂直抗力，摩擦力，糸
が引く力，弾性力について，理解できてい
る。
【思考・判断・表現】重力の大きさは物体の
質量と重力加速度の大きさとの積であること
を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】見ること，
触ることができない「力」に対して，どのよ
うにして力の存在がわかるのか，また力には
どのような種類があるのかに関心を示す。

○ ○

定期考査
○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



２
学
期

定期考査
1

定期考査
1

9

定期考査

17

G波
【知識及び技能】波の伝わるようす
を，グラフで表現することができ
る。また，位相について正しく理解
させる。定在波の生じるしくみを理
解させる。共振・共鳴についての理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】共
振・共鳴についての理解ができてい
る。　空気中を伝わる音の速さを定
量的に扱うことを理解させる。弦楽
器や管楽器での音の発生の原理を理
解させる。
【学びに向かう力、人間性等】2つ
の波が遭遇して重なりあうときに
は，2つの物体が衝突するときとは
異なることに興味・関心を示す。

【知識・技能】波の伝わるようすを，グラフ
で表現することができる。また，位相につい
て正しく理解できている。定在波の生じるし
くみを理解している。共振・共鳴についての
理解ができている。
【思考・判断・表現】共振・共鳴についての
理解ができている。空気中を伝わる音の速さ
を定量的に扱うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】2つの波が遭
遇して重なりあうときには，2つの物体が衝突
するときとは異なることに興味・関心を示
す。弦楽器や管楽器での音の発生の原理を理
解することに興味・関心を示している。

16

1

合計

70

３
学
期

H電気
【知識及び技能】物体の帯電は，自
由電子のやりとりによって生じてい
ることが理解させる。直線電流，円
形電流，ソレノイドのつくる磁場の
向きを判断させる。交流電圧で送電
することのメリットを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】　帯
電体が及ぼしあう力の関係から，帯
電体の電荷の種類を判断させる。帯
電体がもつ電気の大きさは，電気素
量の整数倍であることを理解させ
る。抵抗の直列接続と並列接続で，
合成抵抗はどのように異なるかを理
解させる。交流発生のしくみ，およ
び交流の「電圧の最大値」と「電圧
の実効値」の意味をそれぞれ理解さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】日常
生活における静電気現象に興味をも
ち，電気の性質に気づかせる。電流
を水の流れに例えるとき，抵抗や電
圧はどのように例えられるかを説明
できるようにする。目に見えない電
気を具体的に理解させる。ジュール
熱を利用したものを，身のまわりの
中から探させ、電気のエネルギーと
しての側面に興味を持たせる。

【知識・技能】物体の帯電は，自由電子のや
りとりによって生じていることが理解できて
いる。直線電流，円形電流，ソレノイドのつ
くる磁場の向きを判断することができる。交
流電圧で送電することのメリットを理解して
いる。
【思考・判断・表現】帯電体が及ぼしあう力
の関係から，帯電体の電荷の種類を判断する
ことができる。帯電体がもつ電気の大きさ
は，電気素量の整数倍であることを理解して
いる。抵抗の直列接続と並列接続で，合成抵
抗はどのように異なるかを理解している。交
流発生のしくみ，および交流の「電圧の最大
値」と「電圧の実効値」の意味をそれぞれ理
解している。
【主体的に学習に取り組む態度】日常生活に
おける静電気現象に興味をもち，電気の性質
に気づく。電流を水の流れに例えるとき，抵
抗や電圧はどのように例えられるかを説明で
きる。目に見えない電気を具体的に理解する
ことができる。ジュール熱を利用したもの
を，身のまわりの中から探してみることか
ら，電気のエネルギーとしての側面に興味を
もつことができる。

E仕事と力学的エネルギー
【知識及び技能】物体に保存力以外
の力がはたらくとき，その仕事の量
だけ物体の力学的エネルギーは変化
することを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】力学
的エネルギー保存則について興味関
心を持たせる。
【学びに向かう力、人間性等】力学
的エネルギー保存則が成りたつため
の条件を理解させる。
F熱とエネルギー
【知識及び技能】温度，熱運動，熱
量，比熱，熱容量などが正しく理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】熱量
保存の式を熱エネルギーの授受を考
慮させながら立てさせる。
【学びに向かう力、人間性等】熱エ
ネルギー温度、熱量に対してや積極
的に興味・関心を持たせる。

仕事と力学的エネルギー　　　　　　　【知
識・技能】物体に保存力以外の力がはたらく
とき，その仕事の量だけ物体の力学的エネル
ギーは変化することを理解している。
【思考・判断・表現】力学的エネルギー保存
則について興味関心をもつ。
【主体的に学習に取り組む態度】力学的エネ
ルギー保存則が成りたつための条件が整って
いるかどうかを判断できる。　熱と力学的エ
ネルギー　　　　　　　　【知識・技能】温
度，熱運動，熱量，比熱，熱容量などが正し
く理解されている。
【思考・判断・表現】熱量保存の式を立てる
に際して，どの物体がいくらの熱量の授受を
行ったかが判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】「熱はなぜ
エネルギーの一種といえるのか」，また，
「温度と熱量とは同じだろうか」のような発
問に対し，積極的に興味・関心をもって回答
している。



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
・希薄溶液，コロイド溶液に関する事象につ
いて理解し，知識を身につけている。
・化学反応における熱および光の発生や吸収
は，反応前後における化学エネルギーの差か
ら生じる事を理解している。
【思考・判断・表現】
・希薄溶液の示す性質などについて化学的に
考察し，その考えを説明することができる。
・化学反応に伴って熱，光，電気エネルギー
の出入りがあること，温度・濃度・触媒の影
響などを受けることを，代表的な物質の反応
や性質の比較から推論することができる。ま
た，導き出した考えを的確に表現することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学反応に伴うさまざまなエネルギーの出
入りがあること，温度・濃度・触媒などが反
応の速さに影響することを意欲的に探究・考
察しようとする。

○ ○ ○ 11

○

【知識・技能】
・物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と
関連づけて理解している。また，状態変化に
伴うエネルギーの出入りおよび状態間の平衡
と温度や圧力との関係について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・物質の状態変化は，構成粒子の分子運動が
関係していることや分子運動が温度・圧力に
よるものであることを論理的，総合的に判断
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・固体が示すさまざまな性質に着目し，共通
の事象について規則性を予測しようとする。

○ ○ ○ 10

【知識・技能】
・気体の体積と圧力や温度変化との関係を理
解している。
・溶液の性質の法則性について理解し，知識
を身につけている。
【思考・判断・表現】
・気体の法則について化学的に考察し，その
考えを説明することができる。
・溶解度と溶解平衡について化学的に考察
し，その考えを説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・気体，液体が示すさまざまな性質に着目
し，共通の事象について規則性を予測しよう
とする。

○ ○ ○ 12

理科 化学

配当
時数

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

理科 化学

単元の具体的な指導目標

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学的な事物・現象についての観察，実験などを行うこ
とを通して，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を
図るとともに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付ける。

化学的な事物・現象を対象に，探究の過程を通して，情
報の収集，仮設の設定，実験の計画，実験による検証，
実験データの分析・解釈などの探究の方法を習得してい
る。また，報告書を作成したり発表したりして，科学的
に探究する力を身に付ける。

化学academia 実教出版

理科

観察・実験などを行い、科学的に探究し、それを表現する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

定期考査
○ ○

２
学
期

１
学
期

４節溶液
希薄溶液の性質
コロイド溶液の性質

２章物質の変化と平衡
１節化学反応と熱・光エネルギー
エネルギーの変換と保存
化学反応と熱エネルギー
ヘスの法則
化学反応と光エネルギー

【知識及び技能】
・物質の状態変化，状態間の平衡に
ついて理解できる。
・結晶格子の概念および結晶の構造
を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・物質の状態変化，状態間の平衡に
ついて思考・表現できる。
・結晶格子の概念および結晶の構造
を思考・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・固体の構造、気体の性質について
意欲的に学習できる。

１章物質の状態と平衡
１節状態変化
物質の構造と融点・沸点
状態間の平衡

２節固体の構造
結晶
アモルファス

定期考査 ○

化学

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、現象などに関する基本的な技能を身に付けようとする。

化学的な事物・現象に対して主体的に関わり，それらに
対する気付きから課題を設定し解決しようとする態度な
ど，科学的に探究しようとする態度を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

（　１組～8組：藤田 陽子　）

1

【知識及び技能】
・希薄溶液，コロイド溶液の性質に
ついて理解できる。
・化学反応における熱および光の発
生や吸収は，反応の前後における物
質のもつ化学エネルギーの差から生
じることを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・希薄溶液，コロイド溶液の性質に
ついて思考・表現できる。
・化学反応における熱および光の発
生や吸収は，反応の前後における物
質のもつ化学エネルギーの差から生
じることを思考・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学反応における熱および光の発
生について意欲的に学習できる。

○定期考査 ○ 1

３節気体の性質
熱運動と気体分子
気体の状態方程式

４節溶液
溶解
溶解度と溶解平衡

【知識及び技能】
・気体の性質を観察，実験などを通
して探究し，理解できる。
・溶解平衡および溶液の性質につい
て理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・気体の性質を観察，実験などを通
して探究し，思考・表現できる。
・溶解平衡および溶液の性質につい
て思考・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・溶解平衡および溶液の性質につい
て意欲的に学習できる。

1



【知識・技能】
・化学電池の仕組みについて理解している。
・外部から加えた電気エネルギーによって，
電極で酸化還元反応が起こること，また，そ
の反応に関与した物質の変化量と電気量との
関係を理解している。
　【思考・判断・表現】
・化学反応に伴って熱，光，電気エネルギー
の出入りがあること，温度・濃度・触媒の影
響などを受けることを，代表的な物質の反応
や性質の比較から推論することができる。ま
た，導き出した考えを的確に表現することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学反応に伴うさまざまなエネルギーの出
入りがあること，温度・濃度・触媒などが反
応の速さに影響することを意欲的に探究・考
察しようとする。

○ ○ 13

期 【知識及び技能】
・電池は酸化還元反応によって電気
エネルギーを取り出すしくみである
ことを理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・電池は酸化還元反応によって電気
エネルギーを取り出すしくみである
ことを思考・表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・電池及び電気分解について意欲的
に学習に取り組む。

２節化学反応と電気エネルギー
電池
電気分解

○

３
学
期

【知識及び技能】
・反応速度の表し方および反応速度
に影響を与える要因について意欲的
に学習できる。
・反応速度の表し方および反応速度
に影響を与える要因を理解できる。
・可逆反応，化学平衡および化学平
衡の移動を理解できる。
・水のイオン積，ｐH，弱酸，弱塩
基の電離平衡，溶解度積について理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・反応速度の表し方および反応速度
に影響を与える要因を思考・表現で
きる。
・可逆反応，化学平衡および化学平
衡の移動について思考・表現でき
る。
・水のイオン積，ｐH，弱酸，弱塩
基の電離平衡，溶解度積について思
考・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・可逆反応，化学平衡および化学平
衡の移動について意欲的に学習でき
る。
・水のイオン積，ｐH，弱酸，弱塩
基の電離平衡，溶解度積について意
欲的に学習できる。

３節反応の速さとしくみ
反応のはやさ
反応速度を変える条件
反応のしくみ
４節化学平衡
可逆反応と化学平衡
化学平衡の移動
電解質水溶液の平衡

定期考査

○○ 1

定期考査
○ ○ 1

【知識・技能】
・反応速度の表し方，反応速度に影響を与え
る要因などについて理解している。
・可逆反応や化学平衡の移動，水のイオン
積，ｐH，弱酸，弱塩基の電離平衡，溶解度積
などについて理解している。
・化学平衡に関する観察，実験などを行い，
その操作や記録などの技能が習得でき，結果
から結論を導くことができる。
【思考・判断・表現】
・化学平衡になる典型的な反応について，実
証的・論理的に分析し，科学的に考えること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学平衡などの複雑なしくみがあること
を，意欲的に探究・考察しようとする。

○ ○ ○ 19



年間授業計画

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組
教科担当者：（中川・土屋・牛窪・三井・柿崎・佐藤・宗村）
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

領域をまたぐ種目の選択
領域１：柔道・剣道
領域２：ダンス

柔道・剣道・ダンスを種目選択と
し、男女共修で行う授業の一つであ
る。
運動の技能だけでなく、グループで
の協同活動や話し合いなど、主体的
に取り組む態度を高めるようにす
る。

柔道：
相手を崩して投げたり、抑えた
り、返したりするなどの攻防をす
る。
剣道：
相手の構えを崩し、素早く仕掛け
たり応じたりするなどの攻防をす
る。
ダンス：
ダンスの多様な楽しさや喜びを味
わい、交流や発表をする。

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等

球技
ベースボール型
ゴール型
ネット型

ソフトボール
サッカー
バスケットボール
テニス

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等 ○ ○

6

〇 〇

〇 〇

〇 9

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、お互いに協力する、自己の責任を
果たす、参画する、一人一人の違いを大切にす
る、などの考え方を育て、生涯継続して運動に
親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって運動を
継続できるよう、運動の多様性や体力の必要性
について理解し、その技能を身に着けるように
する。

配当
時数

単元の具体的な指導目標

１
学
期

体つくり運動
水泳（平泳ぎ）
体育理論

新体力テスト（６月実施）
６月中旬から游泳開始
７月臨時時間割にて体育理論実施

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等

〇 6

水泳（バタフライ）
体つくり運動

水泳は９月３週目まで

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生涯、運動を継続するための課題を見つけ、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

現代　高等　保健体育　（大修館書店）
保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 9

球技
ベースボール型
ゴール型
ネット型

ソフトボール
サッカー
バスケットボール
テニス

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等

○ ○ ○ 9

領域をまたぐ種目の選択
領域１：柔道・剣道
領域２：ダンス

柔道・剣道・ダンスを種目選択と
し、男女共修で行う授業の一つであ
る。
運動の技能だけでなく、グループで
の協同活動や話し合いなど、主体的
に取り組む態度を高めるようにす
る。

柔道：
相手を崩して投げたり、抑えた
り、返したりするなどの攻防をす
る。
剣道：
相手の構えを崩し、素早く仕掛け
たり応じたりするなどの攻防をす
る。
ダンス：
ダンスの多様な楽しさや喜びを味
わい、交流や発表をする。

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等 ○ ○

２
学
期

○ 9

体育理論 １２月臨時時間割にて実施 【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等

〇 〇 〇 2

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等

○ ○ ○



○ 9

球技
ベースボール型
ゴール型
ネット型

ソフトボール
サッカー
バスケットボール
テニス

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等

○ ○

３
学
期 体つくり運動
体育理論

２月下旬および３月臨時時間割に
て実施

【知識・技能】
質疑・技能テスト・提出物　等
【思考・判断・表現】
発見・発言・提出物　等
【主体的に学習に取り組む態度】
積極性・提出状況・出席状況・授業観察　等

〇 〇 11〇



年間授業計画

高等学校 令６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組
教科担当者：（中川・土屋・佐藤）
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

○ ○

・妊娠出産と健康

・避妊法と人工妊娠中絶

・結婚生活と健康

健康についての自他や社会の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

現代　高等　保健体育　（大修館書店）
保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

4

2

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

2

1

○ ○

１
学
期

第３単元【生涯を通じる健康】
ライフステージ・思春期
【知識及び技能】
　思春期における心身の発達
【思考力、判断力、表現力等】
　性的成熟に伴う健康課題
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・ライフステージと健康

・思春期と健康

・性意識と性行動の選択

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 3

第３単元【生涯を通じる健康】
性意識・妊娠出産
【知識及び技能】
　受精、妊娠、出産に伴う健康課題
【思考力、判断力、表現力等】
　結婚生活に伴う健康課題
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

1

第３単元【生涯を通じる健康】
振り返り
【知識及び技能】
　性教育の課題
【思考力、判断力、表現力等】
　避妊や人工妊娠中絶の課題
【学びに向かう力、人間性等】
　自分がとるべき避妊法

○

〇定期考査

○ ○

２
学
期

第３単元【生涯を通じる健康】
働くこと
【知識及び技能】
　職業病などの労働災害と作業形態
【思考力、判断力、表現力等】
　自他や社会の課題について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・働くことと健康

・労働災害と健康

・健康的な職業生活

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ブレインストーミング、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○

定期考査 〇 〇

第４単元【健康を支える環境作り】
食品について
【知識及び技能】
　食品と食糧事情について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　自他や社会の課題について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・食品の安全性

・食品衛生に関わる活動

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ブレインストーミング、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健
保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

第４単元【健康を支える環境作り】
環境汚染と健康
【知識及び技能】
　健康被害を防ぐ方法を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　自他や社会の課題について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・大気汚染と健康

・水質汚濁、土壌汚染と健康

・環境と健康にかかわる対策

・ごみ処理と上下水道の整備

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ブレインストーミング、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 4

・性教育について考えてみよう

・それは本当に正しい避妊法です
か

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ブレインストーミング、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

第３単元【生涯を通じる健康】
中高年期
【知識及び技能】
　加齢と心身の機能や形態の変化
【思考力、判断力、表現力等】
　疾病や事故のリスク軽減
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・中高年期と健康
【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○

○ 3

〇

4



３
学
期

第３-４単元【生涯】【健康環境】
振り返り
【知識及び技能】
　プラスチックごみの問題点と対策
【思考力、判断力、表現力等】
　自他や社会の課題について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・仕事と健康

・海洋プラスチックごみについて

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ロールプレイ、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

第４単元【健康を支える環境づく
り】
振り返り
【知識及び技能】
　健康について総合的に考える
【思考力、判断力、表現力等】
　自他や社会の課題について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・栄養素や食品のブームについて

・健康政策を考えてみよう

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ロールプレイ、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等 〇 〇

○ ○ ○ 1

第４単元【健康を支える環境作り】
保健と医療
【知識及び技能】
　医療制度と医薬品を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　自他や社会の課題について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・保健サービスとその活用

・医療サービスとその活用

・医薬品の制度とその活用

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ロールプレイ、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 4

2

1

3

第４単元【健康を支える環境づく
り】
保健活動と社会の役割
【知識及び技能】
　保健活動と環境作りを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　自他や社会の課題について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　健康課題に向き合う態度

・さまざまな保健活動や社会的対
策

・健康に関する環境づくりと社会
参加

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　ロールプレイ、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○

定期考査 〇 〇

〇



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組
教科担当者：平川　陽子
使用教科書：（ ）
教科 の目標： 人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

課題の解決に主体的に取り組み、協働しながら、自分や家庭、地域のより良い生活を創造し、実践しようとしている。

家庭基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費
生活・環境などについて，生活を主体的に営
むために必要な基礎的な理解を図るとともに，
それらに係る技能を身に付けるようにする。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振
り返って改善したりして、地域社会に参画しよ
うとするとともに、自分や家庭，地域の生活の
充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

家庭基礎 自立・共生・創造（東京書籍）
家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生涯を見通し、家庭生活及び社会生活について理解を深め、主体的に生活を営むための知識・技能を身に付ける。
家庭生活及び社会生活における課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し、表現する力を身に付ける。

態
配当
時数

１
学
期

 単元：家族・家庭
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

自分らしい人生をつくる
・生涯発達の視点
・青年期の課題
・目標をもって生きる
・人生をつくる
・家族・家庭をみつめる
・これからの家庭生活と社会

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

 単元：衣生活
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決、技術向上
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

衣生活をつくる
・被服の役割を考える
・被服を管理する
・被服を入手する
・これからの衣生活

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 6

 単元：衣生活
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決、技術向上
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

衣生活をつくる
・布を用いた生活の知恵
・被服実習

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物、作品　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査、作品等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○

1

 単元：食生活
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

食生活をつくる
・調理の基礎
・食生活について考える
・食事の栄養・食品

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 2

定期考査 〇 〇

〇 〇 1

 単元：高齢者・共生
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

高齢社会を生きる
・高齢期を理解する
・高齢者の心身の特徴
・これからの高齢社会
共に生きる
・.私たちの生活と福祉
・.社会保障の考え方
・.共に生きる

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○

○ 10

 単元：保育
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

保育
・子どもと共に育つ
・子どもの育つ力を知る
・親として共に育つ
・子どもとのふれあいから学ぶ
・これからの保育環境

【知識・技能】
　実習、演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 8

 単元：食生活
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決、技術向上
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

食生活をつくる
・食生活の安全と衛生
・生涯の健康を見通した食事計画
・調理の基礎
・調理実習

【知識・技能】
　実習、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○

2

 単元：消費経済
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

経済生活を営む
・消費行動と意思決定
・現代の消費社会

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○

２
学
期

○ ○ 8

定期考査



３
学
期

 単元：消費経済
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

経済生活を営む
・これからの消費生活と環境
・職業生活を設計する
・計画的に使う
・国民経済・国際経済と家庭の経
済生活

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 8

 単元：住生活
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

1

住生活をつくる
・住生活について考える
・住生活の計画と設計
・これからの住生活

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

○ ○ ○ 8

3

定期考査 〇 〇

単元：生活設計
【知識及び技能】
　課題の発見及び解決
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決に向けての力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生活を見直し課題を発見し、解決す
る力を養う

生活設計
・将来の生活について考える
・これからの生活

【知識・技能】
　演習問題、定期考査、提出物　等
【思考・判断・表現】
　発言・発表、提出物、定期考査　等
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極性、提出状況、授業観察　等

〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （２・４・６組：諏訪） （３・５・７組：帯刀（上岡））

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

定期考査

（１・８組：平野）

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 英語コミュニケーションII 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 4 Are You Prepared?
【知識及び技能】
文章の展開（例示・追加）に注意して，英文を理解
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，防災グッズについてプレ
ゼンテーションをすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的なプレゼンテーションにするための方法を理
解し，聞き手に配慮して，わかりやすくプレゼン
テーションをしようとしている。

領域

１
学
期

Lesson1 Voice for Action
【知識及び技能】
英文の内容に応じた音読をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，自分が模擬サミットに参
加したと想定して，環境保護のためにしたい活動を
説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬サミットの特徴を理解し，聞き手に配慮して，
環境保護のためにしたい活動について説明しようと
している。

2019年の国連ユース気候サミットには，世界
中から高校生を含む500人が参加し，メッ

 セージを発信した。

さまざまな助動詞／分詞構文（現在分詞）
内容に応じた音読を心がけよう！

一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理科
を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーショ
ンにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用
できる技能を身につけるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じ
て、日常的な話題や社会的な話題について、英語で情報
や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図
などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現
したり伝え合ったりすることができる力を養う。

 CREATIVE English Communication II（第一学習社）

外国語

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、放して、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションII

態

英語という言語の背景にある文化に対する理解を深め、
聞き手、読み手、放して、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に英語を用いてコミュニケーションを図ろう
とする態度を養う。

思

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を実際のコミュニケーションにおいて、目的や場
面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に着けるようにする。
コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、
話し手や聞き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

Lesson 3 Becoming Attractive to Your Audience
【知識及び技能】
文章の展開（列挙）に注意して，英文を理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，高校生活で達成したいこ
とについてスピーチをすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的なスピーチにするための方法を理解し，聞き
手に配慮して，わかりやすくスピーチをしようとし
ている。

アスリートのインタビューでのスピーチには
 特徴がある。4つのポイントを解説。

関係代名詞の非制限用法／仮定法過去・仮定
法過去完了
文章の展開に注目しよう！（列挙）

一人１台端末の活用　等

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

Lesson 2 Aren’t You Sleepy?
【知識及び技能】
未知語の意味を推測して，英文を理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，自分の睡眠習慣について
説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
インタビューにおける注意点を理解しようとしてい
る。
・聞き手や読み手に配慮して，わかりやすく自分の
睡眠習慣について説明しようとしている。

睡眠の長い動物，短い動物にはどのような特
 徴があるのだろうか。

受け身の分詞構文／副詞節中の〈S＋be〉の
省略
未知語の意味を推測するには

一人１台端末の活用　等

○

○ ○

自然災害と防災について。防災グッズ，取り
組み，コミュニケーションにはどのような工

 夫がなされているか。

助動詞＋have＋過去分詞／完了不定詞
文章の展開に注目しよう！（例示・追加）

一人１台端末の活用　等

○ ○

○

○ ○ ○ 12

1○

○ 15

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○○

○

○

○

○ ○

外国語

10

16

1

14

14

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

Lesson1 Voice for Action
【知識及び技能】
英文の内容に応じた音読をすることが身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，自分が模擬サミットに参加したと想
定して，環境保護のためにしたい活動を説明することが身につ
いている。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬サミットの特徴を理解し，聞き手に配慮して，環境保護の
ためにしたい活動について説明しようとしている。

Lesson 2 Aren’t You Sleepy?
【知識及び技能】
未知語の意味を推測して，英文を理解することが身についてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，自分の睡眠習慣について説明するこ
とが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
インタビューにおける注意点を理解しようとしている。
・聞き手や読み手に配慮して，わかりやすく自分の睡眠習慣に
ついて説明しようとしている。

Lesson 3
Becoming Attractive to Your Audience
【知識及び技能】
文章の展開（列挙）に注意して，英文を理解することが身につ
いている。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，高校生活で達成したいことについて
スピーチをすることが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的なスピーチにするための方法を理解し，聞き手に配慮し
て，わかりやすくスピーチをしようとしている。

Lesson 4 Are You Prepared?
【知識及び技能】
文章の展開（例示・追加）に注意して，英文を理解す
ることが身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，防災グッズについてプレゼ
ンテーションをすることが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的なプレゼンテーションにするための方法を理解
し，聞き手に配慮して，わかりやすくプレゼンテー
ションをしようとしている。

配
当
時
数

英語コミュニケーションII

Lesson 5 The Era of Beautiful Harmony
【知識及び技能】
同格表現や言いかえ表現に注意して，英文を
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本および世界の元号について的確に理解
し，その内容を整理して伝えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
読み手に配慮して，わかりやすい俳句の英訳
をしようとしている。

 元号「令和」と，世界の元号について。

関係副詞の非制限用法／同格のthat
同格表現や言いかえ表現に注意しよう！

一人１台端末の活用　等
○ ○ ○ ○ ○

Lesson 5 The Era of Beautiful Harmony
【知識及び技能】
同格表現や言いかえ表現に注意して，英文を理解する
ことが身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本および世界の元号について的確に理解し，その内
容を整理して伝えることが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
読み手に配慮して，わかりやすい俳句の英訳をしよう
としている。

Lesson 6 ctions to Reduce Loss and Waste
【知識及び技能】
文章の展開（対照）に注意して，英文を理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，フードロス・フードウェ
イストについてのアンケートに質問項目を追加し，
その理由を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
聞き手や読み手に配慮して，アンケートに質問項目
を追加し，わかりやすくその理由を説明しようとし
ている。

フードロス（食品ロス）・フードウェイスト
 （食品廃棄）の現状と対策。

完了形の分詞構文／複合関係詞
文章の展開に注目しよう！（対照）

一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

Lesson 6 ctions to Reduce Loss and Waste
【知識及び技能】
文章の展開（対照）に注意して，英文を理解することが身につ
いている。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，フードロス・フードウェイストにつ
いてのアンケートに質問項目を追加し，その理由を説明するこ
とが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞き手や読み手に配慮して，アンケートに質問項目を追加し，
わかりやすくその理由を説明しようとしている。



1○

○ ○ 15

２
学
期

Lesson 7 Living with Adventure
【知識及び技能】
やり取りをうまく継続させることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，自分自身の目標や
行動計画を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
プレゼンテーションの注意点を理解し，聞き
手に配慮して，わかりやすく自分自身の目標
や行動計画を説明しようとしている。

南谷真鈴さんの冒険と，高校生へのメッセー
 ジ。

さまざまな仮定法／否定語＋倒置
やり取りをうまく継続させるには

一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

定期考査
○

Lesson 7 Living with Adventure
【知識及び技能】
やり取りをうまく継続させることが身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，自分自身の目標や行動計画
を説明することが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
プレゼンテーションの注意点を理解し，聞き手に配慮
して，わかりやすく自分自身の目標や行動計画を説明
しようとしている。

○

14

定期考査
○ ○ 1

Lesson 8 Power to the People!
【知識及び技能】
文章の展開（時間的順序）に注意して，英文
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，創造的であるため
には何が必要かを説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
聞き手や読み手に配慮して，創造的であるた
めには何が必要かをわかりやすく説明しよう
としている。

電池の歴史と，リチウムイオン電池を制作し
 た吉野彰博士のインタビュー。

独立不定詞・独立分詞構文／if …以外が条
件を表す仮定法
文章の展開に注目しよう！（時間的順序）

一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

Lesson 8 Power to the People!
【知識及び技能】
文章の展開（時間的順序）に注意して，英文を理解す
ることが身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，創造的であるためには何が
必要かを説明することが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞き手や読み手に配慮して，創造的であるためには何
が必要かをわかりやすく説明しようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 12

３
学
期

Optional Lesson 1
May I Have Your Autograph?
Optional Lesson 2
Information Please
【知識及び技能】
事実や情報をわかりやすく伝えるための表現に注意
して，英文を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
ストーリーの展開を的確に理解し，その内容を整理
して伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
整理した内容を活用して，ストーリーに関連する自
分の考えを話すことができる。

ロックスターのサインをもらいたい少女たち
と，マネージャーの戦い。

少年が大人になるまでの，電話交換手とのや
り取り。

一人１台端末の活用　等

○ ○

Lesson 9 Traveling This Beautiful Planet
【知識及び技能】
パラグラフごとの役割に注意して，英文を理解する
ことができる
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，旅行の写真をソーシャル
メディアに挙げるべきかどうかについて，自分の意
見を複数のパラグラフで書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
旅行の写真をソーシャルメディアに挙げるべきかど
うかについて，読み手に配慮して，自分の意見を複
数のパラグラフでわかりやすく書こうとしている

オーバーツーリズムの問題と，COVID-19以降
 の新たな旅行様式について。

前置詞＋関係代名詞／強調構文
パラグラフごとの役割を理解しよう！

一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

Lesson 9 Traveling This Beautiful Planet
【知識及び技能】
パラグラフごとの役割に注意して，英文を理解することができ
る
【思考力、判断力、表現力等】
整理した内容を活用して，旅行の写真をソーシャルメディアに
挙げるべきかどうかについて，自分の意見を複数のパラグラフ
で書くことが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
旅行の写真をソーシャルメディアに挙げるべきかどうかについ
て，読み手に配慮して，自分の意見を複数のパラグラフでわか
りやすく書こうとしている

○

○

Optional Lesson 1 May I Have Your Autograph?
Optional Lesson 2 Information Please
【知識及び技能】
事実や情報をわかりやすく伝えるための表現に注意し
て，英文を理解することが身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
ストーリーの展開を的確に理解し，その内容を整理し
て伝えることが身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
整理した内容を活用して，ストーリーに関連する自分
の考えを話すことが身についている。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

《思考力、判断力、表現力等》

《学びに向かう力、人間性等》

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割などを理解してい
る。
外国語の技能（話すこと、書くこと）について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題につ
いて，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に
伝え合ったりしている。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，自分の意見や
考え，気持ちなどを話したり書いたりして表現している。

知

《学びに向かう力、人間性等》

2

《知識及び技能》 《思考力、判断力、表現力等》

外国語 論理・表現II

○

Lesson 3
Your School Life
《知識及び技能》
・学校生活に関する文章を読んだり聞いたりし
て理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・助動詞について学んで理解する。
・伝えたい意味に応じて, 助動詞を正しく使
う。
《学びに向かう力、人間性等》
・学校生活について話したり，文章を書いたり
する。

 Your School Life
 学校生活について話す

 助動詞 
交渉する・手順を説明する

・一人１台端末の活用　等
○ ○ ○

１
学
期

Lesson 4
Media Literacy
《知識及び技能》
・ソーシャルメディアに関する文章を読んだり
聞いたりして理解する。

《思考力、判断力、表現力等》
・形容詞のはたらきや分詞の形容詞用法につい
て学んで理解する。
・伝えたい意味に応じて，適切な形容詞を用い
て文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・ソーシャルメディアについて話したり，文章
を書いたりする。

 Media Literacy
 メディアリテラシー

 形容詞
意見を言う・例を挙げる

・一人１台端末の活用　等
○ ○

Lesson 5
 Helping Others

《知識及び技能》
・ボランティア活動についての文章を読んだり
聞いたりして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・さまざまな表現を使った形容詞句について学
んで理解する。
・伝えたい意味に応じて，適切な形容詞句を用
いて文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・ボランティア活動について話したり，文章を
書いたりする。

 Helping Others
 ボランティア活動

 形容詞句
相手の意見を聞く

・一人１台端末の活用　等

○

《 知　識　及　び　技　能 》
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状
況などに応じて適切に活用できる技能を身に着けるようにしている。

○

 be English Logic and Expression II Clear（いいずな書店）

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、
話し手や聞き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしていることができる力を養う

外国語の背景にある文化に対している理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとしている態度を養う。

論理・表現II

○ ○○ ○ ○ ○

Lesson 2
Your Daily Life
《知識及び技能》
・日常生活に関する文章を読んだり聞いたりして理解す
ることができる。
・日常生活について話したり，文章を書いたりすること
ができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・不定詞（名詞用法）・動名詞・名詞節について学んで
理解することができる。
・伝えたいことに応じて，不定詞・動名詞・名詞節を正
しく使うことができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・日常生活について話したり，文章を書いたりすること
ができる。

○

領域

態

論理・表現II

思

○○

○

外国語

評価規準

Lesson 1
Your Interests
《知識及び技能》
・趣味やクラブ活動に関する文章を読んだり聞いたりし
て理解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・動詞の時制について学んで理解することができる。
・時や状況に応じて動詞の時制を正しく使うことができ
る。
《学びに向かう力、人間性等》
・趣味やクラブ活動について話したり，文章を書いたり
することができる。

Lesson 4
Media Literacy
《知識及び技能》
・ソーシャルメディアに関する文章を読んだり聞いたり
して理解することができる。

《思考力、判断力、表現力等》
・形容詞のはたらきや分詞の形容詞用法について学んで
理解することができる。
・伝えたい意味に応じて，適切な形容詞を用いて文を作
ることができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・ソーシャルメディアについて話したり，文章を書いた
りすることができる。

○

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しな
がら，外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，自分
の意見や考え，気持ちなどを話したり書いたりして表現しよ
うとている。

○

○

○

○

○○

○

4

5

1

4

○

○

○

○ ○

○ ○

配
当
時
数

Lesson 3
Your School Life
《知識及び技能》
・学校生活に関する文章を読んだり聞いたりして理解す
ることができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・助動詞について学んで理解することができる。
・伝えたい意味に応じて, 助動詞を正しく使うことがで
きる。
《学びに向かう力、人間性等》
・学校生活について話したり，文章を書いたりすること
ができる。

○

4

4

（1組：帯刀（上岡）・諏訪） （2組：帯刀（上岡）・高橋） （3組：平野・竹中） （4組：平野・竹中）

（5組：平野・竹中） （6組：平野・平田） （7組：諏訪・平田） （8組：帯刀（上岡）・高橋）

○

Lesson 5
 Helping Others

《知識及び技能》
・ボランティア活動についての文章を読んだり聞いたり
して理解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・さまざまな表現を使った形容詞句について学んで理解
することができる。
・伝えたい意味に応じて，適切な形容詞句を用いて文を
作ることができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・ボランティア活動について話したり，文章を書いたり
することができる。

Lesson 1
Your Interests
《知識及び技能》
・趣味やクラブ活動に関する文章を読んだり聞
いたりして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・動詞の時制について学んで理解する。
・時や状況に応じて動詞の時制を正しく使う。
《学びに向かう力、人間性等》
・趣味やクラブ活動について話したり，文章を
書いたりする。

 Your Interests
興味のあることについて話す

 時制
情報をたずねる

・一人１台端末の活用　等 ○ ○

Lesson 2
Your Daily Life
《知識及び技能》
・日常生活に関する文章を読んだり聞いたりし
て理解する。
・日常生活について話したり，文章を書いたり
する。
《思考力、判断力、表現力等》
・不定詞（名詞用法）・動名詞・名詞節につい
て学んで理解する。
・伝えたいことに応じて，不定詞・動名詞・名
詞節を正しく使う。
《学びに向かう力、人間性等》
・日常生活について話したり，文章を書いたり
する。

 Your Daily Life
 日常生活を紹介する

 名詞句・名詞節
相手を誘う

・一人１台端末の活用　等

定期考査



２
学
期

○

定期考査

Lesson 8
Imagining the Future
《知識及び技能》
・想像についての文章を読んだり聞いたりして
理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・不定詞（副詞用法）・分詞について学んで理
解する。
・伝えたい意味に応じて不定詞・分詞を正しく
使う。
《学びに向かう力、人間性等》
・想像について話したり，文章を書いたりす
る。

○ ○

○ 4

1

4

○ ○ ○

○

4○ ○ ○

5

○○ ○

Lesson 7
Languages of the World
《知識及び技能》
・世界の言語についての文章を読んだり聞いたりして理
解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・副詞のはたらきについて学んで理解することができ
る。
・伝えたい意味に応じて，適切な副詞を用いて文を作る
ことができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・世界の言語について話したり，文章を書いたりするこ
とができる。

○

○ ○ ○

○ ○

Lesson 7
Languages of the World
《知識及び技能》
・世界の言語についての文章を読んだり聞いた
りして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・副詞のはたらきについて学んで理解する。
・伝えたい意味に応じて，適切な副詞を用いて
文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・世界の言語について話したり，文章を書いた
りする。

 Languages of the World
 世界の言語

 副詞
同意する/しないを表す

・一人１台端末の活用　等

○

 Imagining the Future
 想像力をはたらかせる

 副詞句
確認する

・一人１台端末の活用　等

○

Lesson 6
Introducing Your Town
《知識及び技能》
自分の住む町や地域についての文章を読んだり
聞いたりして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・関係代名詞・関係副詞について学んで理解す
る。
・関係代名詞・関係副詞を用いて文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・自分の住む町や地域について話したり，文章
を書いたりする。

 Introducing Your Town
 地域活性レポート

 形容詞節
提案する

・一人１台端末の活用　等

○

Lesson 8
Imagining the Future
《知識及び技能》
・想像についての文章を読んだり聞いたりして理解する
ことができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・不定詞（副詞用法）・分詞について学んで理解するこ
とができる。
・伝えたい意味に応じて不定詞・分詞を正しく使うこと
ができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・想像について話したり，文章を書いたりすることがで
きる。

○

Lesson 6
Introducing Your Town
《知識及び技能》
自分の住む町や地域についての文章を読んだり聞いたり
して理解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・関係代名詞・関係副詞について学んで理解することが
できる。
・関係代名詞・関係副詞を用いて文を作ることができ
る。
《学びに向かう力、人間性等》
・自分の住む町や地域について話したり，文章を書いた
りすることができる。

○ ○

○

Lesson 10
Comparing Countries
《知識及び技能》
・各国のデータ比較についての文章を読んだり
聞いたりして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・原級・比較級・最上級を使う比較について学
んで理解する。
・原級・比較級・最上級を用いて文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・各国のデータ比較について話したり，文章を
書いたりする。

定期考査
○

 Cultural Diversity
 文化の多様性

 仮定法
理由をたずねる

・一人１台端末の活用　等
○ ○

1

○ ○ 5

○ ○

Lesson 11
Cultural Diversity
《知識及び技能》
・文化の多様性についての文章を読んだり聞いたりして
理解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・仮定法について学んで理解することができる。
・仮定法の表現を用いて文を作ることができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・文化の多様性について話したり，文章を書いたりする
ことができる。

○ ○ ○ 4

Lesson 11
Cultural Diversity
《知識及び技能》
・文化の多様性についての文章を読んだり聞い
たりして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・仮定法について学んで理解する。
・仮定法の表現を用いて文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・文化の多様性について話したり，文章を書い
たりする。

 Comparing Countries
 世界のデータを比較する

 比較
グラフや図に注目させる

・一人１台端末の活用　等
○ ○ ○ ○

Lesson 10
Comparing Countries
《知識及び技能》
・各国のデータ比較についての文章を読んだり聞いたり
して理解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・原級・比較級・最上級を使う比較について学んで理解
することができる。
・原級・比較級・最上級を用いて文を作ることができ
る。
《学びに向かう力、人間性等》
・各国のデータ比較について話したり，文章を書いたり
することができる。

定期考査

Lesson 12
Japanese Customs
《知識及び技能》
・日本の文化についての文章を読んだり聞いた
りして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・日本の文化について話したり，文章を書いた
りする。
《学びに向かう力、人間性等》
・日本の文化について話したり，文章を書いた
りする。

Lesson 9
Happiness and Stress
《知識及び技能》
・幸福・ストレスについての文章を読んだり聞
いたりして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・さまざまな意味を表す副詞節について学んで
理解する。
・伝えたい意味に応じて適切な副詞節を用いて
文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・幸福・ストレスについて話したり，文章を書
いたりする。

 Happiness and Stress
 新幸福・ストレス

 副詞節
あいづち

・一人１台端末の活用　等

○

Lesson 12
Japanese Customs
《知識及び技能》
・日本の文化についての文章を読んだり聞いたりして理
解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・日本の文化について話したり，文章を書いたりするこ
とができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・日本の文化について話したり，文章を書いたりするこ
とができる。

○

○ ○

○ ○ 1

○ 4

 Japanese Customs
 日本の文化

 接続詞
感謝を伝える

・一人１台端末の活用　等
○ ○ ○ ○

○ ○

Lesson 9
Happiness and Stress
《知識及び技能》
・幸福・ストレスについての文章を読んだり聞いたりし
て理解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・さまざまな意味を表す副詞節について学んで理解する
ことができる。
・伝えたい意味に応じて適切な副詞節を用いて文を作る
ことができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・幸福・ストレスについて話したり，文章を書いたりす
ることができる。

○



３
学
期

Lesson 15
 Think Globally, Act Locally

《知識及び技能》
・世界の問題についての文章を読んだり聞いた
りして理解する。
・世界の問題について話したり，文章を書いた
りする。
《思考力、判断力、表現力等》
・日本語とは違う英語らしい表現について学ん
で理解する。
・無生物主語や受動態を使う表現を用いて文を
作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・世界の問題について話したり，文章を書いた
りする。

Think Globally, Act Locally
 平和な世界を築くために

 無生物主語
話を切り出す

・一人１台端末の活用　等
○ ○

Lesson 13
Population Issues
《知識及び技能》
・人口問題についての文章を読んだり聞いたり
して理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・存在や変化の表現について学んで理解する。
・伝えたい意味に応じて，存在や変化，「〜が
かかる」という表現を正しく用いて文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・人口問題について話したり，文章を書いたり
する。

 Population Issues
 人口問題

 「ある」「なる」「かかる」
共感する

・一人１台端末の活用　等
○ ○

Lesson 15
 Think Globally, Act Locally

《知識及び技能》
・世界の問題についての文章を読んだり聞いたりして理
解することができる。
・世界の問題について話したり，文章を書いたりするこ
とができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・日本語とは違う英語らしい表現について学んで理解す
ることができる。
・無生物主語や受動態を使う表現を用いて文を作ること
ができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・世界の問題について話したり，文章を書いたりするこ
とができる。

○

○○ ○

Lesson 13
Population Issues
《知識及び技能》
・人口問題についての文章を読んだり聞いたりして理解
することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・存在や変化の表現について学んで理解することができ
る。
・伝えたい意味に応じて，存在や変化，「〜がかかる」
という表現を正しく用いて文を作ることができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・人口問題について話したり，文章を書いたりすること
ができる。

○ ○

○ ○

○

Lesson 14
Rights and Equality
《知識及び技能》
・権利と平等についての文章を読んだり聞いた
りして理解する。
《思考力、判断力、表現力等》
・使役動詞・知覚動詞について学んで理解す
る。
・伝えたい意味に応じて, 使役動詞・知覚動詞
を用いて文を作る。
《学びに向かう力、人間性等》
・権利と平等について話したり，文章を書いた
りする。

 Rights and Equality
 人権と平等

 使役動詞・知覚動詞
反論する前にクッションを置く

・一人１台端末の活用　等
○ ○ ○

○ 5

○

Lesson 14
Rights and Equality
《知識及び技能》
・権利と平等についての文章を読んだり聞いたりして理
解することができる。
《思考力、判断力、表現力等》
・使役動詞・知覚動詞について学んで理解することがで
きる。
・伝えたい意味に応じて, 使役動詞・知覚動詞を用いて
文を作ることができる。
《学びに向かう力、人間性等》
・権利と平等について話したり，文章を書いたりするこ
とができる。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○ 1

5



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

生徒各自が課題の発見と解決に必要な知識及び
技能を身につけ、課題に関わる概念を形成す
る。

生徒各自が実社会や実生活と自己との関わりか
ら問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集
め、整理・分析して、まとめ・表現することが
できるようになる。

総合的な探究の時間

生徒各自が実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・
分析して、まとめ・表現することができるようになる。

生徒各自が探究活動に主体的・協働的に取り組むとともに、互いの良さを生かしながら新たな価値を創造
し、よりよい社会を実現しようとする態度を身に付ける。

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】

生徒各自が探究活動に主体的・協働的に取り組
むとともに、互いの良さを生かしながら新たな
価値を創造し、よりよい社会を実現しようとす
る態度を身に付ける。

総合的な探究の時間 0 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究の時間

配当
時数

１
学
期

課題研究テーマの決定
【知識及び技能】
課題研究の意義や価値、取り組み
内容を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自らを振り返り、課題を見出すた
めの情報を収集し、整理・分析さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に課題研究のテー
マの決定に取り組ませる。

・課題研究の意義について考えさ
せる。また、好きなこと、趣味、
困りごと、教科の学習、進路など
から、課題研究のテーマを決定さ
せる。
・一人１台端末を積極的に活用さ
せる。

【知識・技能】
課題研究のテーマについての知識があり、
様々な手段を使ってテーマを見つける技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
自分を見つめなおし、何に興味があるのか何
を研究したいのか考えさせ、それを表現する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題研究のテーマを決定するため、意欲的に
課題を見つけようとしている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

14

・中間発表で得た情報について、
新たに調査を行い、研究を進め
る。
・最終発表（本発表）を行う。
・一人１台端末を積極的に活用さ
せる。

【知識・技能】
中間発表で得た知識をもとに、研究を発展さ
せる技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
中間発表で得た新たな知識をもとに調査を進
め、その結果を考察して表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報の収集や整理・分析について主体的・協
働的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 11

（１組：平野）（２組：藤田）（３組：竹内）（４組：村松）（５組：金山）（６組：諏訪）（７組：中川）（８組：乾）

３
学
期

２
学
期

調査・研究
【知識及び技能】
自分のテーマに適した文献調査、
実地調査、アンケート調査、実験
などについての知識と技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　文献調査、実地調査、アンケー
ト調査、実験などから得た結果を
もとに考察を深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報の収集・分析に自ら主体的に
取り組ませる。

・分野別のグループに分かれ、個
人またはグループの研究テーマを
決定する。
・文献調査、実地調査、アンケー
ト調査、実験などを行い、研究を
進める。
・一人１台端末を積極的に活用さ
せる。
・中間発表を行う。

【知識・技能】
調査を進める手段を理解し、アンケートなど
を作成する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
効果的なアンケートを作成したり、文献等か
ら得た知識をもとに、考察を深めることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的にアンケートを作成したり、様々な手
段を使って意欲的に課題を解決しようとして
いる。

○ ○

調査・研究及び発表
【知識及び技能】
レポート作成や研究発表に向けて
その技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
レポート作成や研究発表に向けて
その表現力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
レポート作成や研究発表に向けて
自ら主体的に取り組ませる。

○

生徒各自が課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身につけ、課題に関わる概念を形成する。


